
2款　1項　12目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　12目：防災対策費

41

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

34,660千円 950千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

7 報償費

謝礼金 30千円

10 需用費

消耗品費 364千円

燃料費 14千円

光熱水費 25,436千円

修繕料 1,000千円

11 役務費

通信費 1,415千円

12 委託料

警備委託料 342千円

清掃委託料 6,379千円

樹木剪定委託料 449千円

館内自動放送管理運営委託料 53千円

13 使用料及び賃借料

施設修繕費

事業の概要

施設の管理・運営を行います。
・定期清掃、日常清掃を行います。
・機械設備保守点検、植栽管理等を定期的に行います。

令和6年度　当初予算要求事業内容説明書

第5章　市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち
        （市民参加・自治体運営）

施策2　コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います

事業 ミレニアムセンター佐倉管理運営事業

担当所属 ミレニアムセンター佐倉

予算要求額
（財源内訳）

35,610千円

基本施策1　コミュニティ

ロビー用花生け謝礼

施設管理用消耗品費（トイレットペーパー、照明電球等）

自家発電機用燃料代（110ℓ）

光熱水費（電気、上下水道、ガス）

事業の目的

・駅前の利便性を活かした行政サービスを提供します。
・子供から高齢者まで幅広い市民にとって利用しやすい施設の維持管理を行います。

事業の効果

・駅前という交通の利便性を活かし、コミュニティセンターは市民が気軽に利用でき、くつろぎやゆとりを感じる
空間としてだけでなく、地域づくりや交流の場としての役割を果たし、市民サービスセンターは市民にとって身
近な行政サービスの提供の場としての役割を果たします。
・災害時には帰宅困難者の一時滞在施設として施設開放するなど、市民の安全、安心に寄与します。

節 説明

電話料（9回線）

機械警備に係る委託料

日常、定期清掃委託料

植栽管理に係る委託料

館内放送管理運営に係る委託料



土地賃借料 33千円

放送受信料 95千円

35,610千円計

2階ペデストリアンデッキに係る土地賃借料（有償部分60.83㎡）

ケーブルテレビ利用料及びNHK放送受信料（3台）


